
日時：令和７年９月３日（水）

13:30～16:00

場所：高知城歴史博物館１階ホール

１ 開会

２ 議事

(1)ニーズ調査結果【報告】

・スポーツ需要

・イベント需要

(2)施設全体構成案

・配置シミュレーション

・日影規制を満たす建設可能範囲（高さ）について

・新しい県民体育館の整備に伴う集約化・機能移転のイメージ

・県民体育館プールの再整備の考え方

・イベント興行利用と県民利用の比率

(3)概算事業費【参考】

(4)整備の基本的な考え方

(5)防災機能のあり方

(6)コスト削減対策

(7)収益化の見通しと対応

３ 閉会

第２回 新県民体育館整備等基本計画検討会 次第
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NO. 氏名 所属・役職 分野 出欠 備考

1 刈谷　好孝 公益財団法人高知県スポーツ協会　専務理事 競技スポーツ ○

2 寛藤　次男 高知県柔道協会　会長 武道 ○

3 坂本 淳 高知大学教育研究部自然科学系理工学部門　講師 防災 × 欠席

4 高岡　幸史 高知市文化観光スポーツ部　部長 自治体
（文化・観光・スポーツ） ○

5 玉乃井　欣樹 一般社団法人コンサートプロモーターズ協会　理事 コンサート ○

6 久川　俊秀 高知市文化プラザかるぽーと　館長 文化 ○

7 古谷　純代 高知商工会議所　副会頭 商工 ○

8 前田 和範 高知工科大学経済・マネジメント学群　講師 スポーツマネジメント
（アリーナ、Ｂリーグ） ○

9 丸 朋子 大阪成蹊大学経営学部スポーツマネジメント学科　講師 スポーツビジネス・産業
（エンターテインメント） ○

10 森　恒一郎 土佐経済同友会　観光推進委員会委員長 観光 ○

11 渡邊 英孝 高知県立障害者スポーツセンター　所長 障害者スポーツ ○

NO. 氏名 所属・役職 分野 出欠 備考

1 原田 宗彦 学校法人浪商学園　理事・大阪体育大学学事顧問 スポーツマネジメント × 欠席

NO. 氏名 所属・役職 分野 出欠 備考

1 竹内 清貴 高知市教育委員会事務局　教育次長 教育 ○

2 植田 浩二 高知市教育委員会事務局　教育次長 教育 ○

第２回　新県民体育館整備等基本計画検討会　委員一覧
（五十音順）

【   委  　員   】

【   アドバイザー   】

【　オブザーバー　】
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基本計画
検討会

４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

議会

検討事項

基本計画
策定委託

業務

●
第１回

(7/4)

●
第２回

(9/3)

●
第３回
(10/22)

●
第４回
(11/26)

●
第５回
(1/16)

●
第６回
(2/17)

＜協議内容＞
　・計画の背景　・検討の経緯　
　・施設の概要　・敷地の概要
　・周辺の状況　・ニーズ調査結果
　・候補地調査結果
　・集約化の可能性　・R7検討の流れ
＜承認事項＞
　・検討内容及びスケジュール→決定

＜協議内容＞
　・ニーズ調査結果
　・整備の基本的な考え方
　・施設全体構成案　　・概算事業費
　・防災機能の在り方　 ・コスト削減対策
　・収益化の見通しと対応
＜承認事項＞
　・整備の基本的な考え方（基本方針）
　　→決定
　・施設全体構成、概算事業費、防災機能
　　の在り方、コスト削減対策、
　　収益化の見通しと対応→継続審議

＜協議内容＞
　・基本計画（骨子案）　＊整備の基本的な考え方（基本方針）
　　　　　　　　　　　　　　　　＊施設整備計画　＊事業費
　・管理運営　・周辺環境への配慮事項及び要請事項
＜承認事項＞
　・基本計画（骨子案）→決定だが詳細部分は継続審議も想定

＜協議内容＞
　・基本計画（案）
＜承認事項＞
　・基本計画（案）
　　→大筋決定し最終決定は次回

6月議会
【主な報告事項】
　・検討会の概要　・スケジュール

９月議会
【主な報告事項】
　・基本的な考え方　・施設全体構成案

12月議会
【主な報告事項】
　・基本計画（骨子案）

2月議会
【主な報告事項】
　・基本計画（案）

●
契約

→成果物提出
  (７月初旬)
　・ニーズ調査結果
　・候補地調査結果
　・集約化の可能性

→成果物提出
  (８月中旬)
　・施設全体構成の　
　 イメージ図
　・事業費（概算）

→成果物提出
  (９月下旬)
　・基本計画（骨子案）

→成果物提出
  (11月初旬)
　・基本計画（案）

→成果物提出
  (2月初旬)
　・基本計画（最終案）

９月議会報告（プール、現武道館の方向性）

基本計画骨子（案）ができた段階で、「ＰＦＩ導入可能性調査」スタート

【委託業者】日本総合研究所・
昭和設計・ハウジング総合コンサ
ルタント共同企業体

●
検討会委員の委嘱

プール・武道館のあり方（移転含む）検討

旧南消防署跡地及び高知市青年センター
（アスパル）グラウンドの利用を高知市と協議 土地使用貸借契約の締結（見直し）に向けた協議

R8当初予算協議（PFIアドバイザリー業務委託又は基本・実施
設計委託業務、解体設計・工事、事前調査委託）

　「新県民体育館整備等基本計画検討会」の今年度のスケジュールについて

＜協議内容＞
　・施設全体構成　・整備内容案　・防災機能の在り方
　・コスト削減対策　・収益化の見通しと対応
＜承認事項＞
　・施設全体構成→決定
　・整備内容案、防災機能の在り方、コスト削減対策、収益化
　　の見通しと対応→概ね決定するが必要に応じて継続審議

＜協議内容＞
　・基本計画（案）
＜承認事項＞
　・基本計画（案）→決定

パブコメ

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会
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　第２回　新県民体育館整備等基本計画検討会　議事

出典：国土地理院ウェブサイト（https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do?specificationId=99960） 3

議　事

　　（１）ニーズ調査結果【報告】

　　（２）施設全体構成案
　　（３）概算事業費【参考】

　　（４）整備の基本的な考え方

　　（５）防災機能のあり方

　　（６）コスト削減対策

　　（７）収益化の見通しと対応

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会



第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

調査項目 設問内容

属性 ・　基本情報（団体名、実施種目、所属人数、年齢構成、直近５ヶ年における所属人数の推移）

協会主催・共催の
活動の実態

・　競技活動の頻度（月○回、平日・土日祝、午前・午後・夜間）
・　競技活動の場所（県の公共施設、県以外の公共施設、学校等教育機関の施設、民間施設、そ
の他）
・　定期的に主催・共催で開催している最も規模の大きい大会やイベントの概要（大会名、利用者の
属性、利用施設、利用面数、参加競技者数、参加団体数、観客数、自動車での来場者数又は駐
車台数）

新県民体育館への要望 ・　利用時における理想的または適切な競技スペース（必要面数）（例：バスケットボールコート〇
面分　等）
・　導入を希望する諸室（待合・交流スペース、カフェ等の飲食店・売店、更衣室、シャワー室、託児ス
ペース、トレーニングルーム、フィットネススタジオ、ランニングスペース、用器具庫、その他）
・　導入を希望する機能（空調設備、Wi-Fi環境、簡便な予約システム、駐車場・駐輪場の拡張、更
衣室設備の充足、その他）

利用意向 ・　新県民体育館が整備された場合の利用意向及び年間の利用想定（大会・イベント利用回数／
練習利用回数）

その他、自由意見 ・　現在活動に利用している県の公共施設についての意見（自由記述）
・　上記の設問以外に、新県民体育館に対しての意見（自由記述）

ニーズ調査（スポーツ需要）

【対象】　屋内競技の競技団体　13団体
【期間】　令和７年７月14日～８月１日 【方法】　アンケート形式

　新しい県民体育館のスポーツ需要について、各競技の活動実態、新しい体育館への要望や利用意向などを
把握するため、各競技団体へアンケート調査を実施

　ニーズ調査結果（スポーツ需要）
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第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　ニーズ調査結果（スポーツ需要）
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項目 主なアンケート意見

・アンケート内容から得た、施設利用・運用に関する示唆、施設整備の方向性は次のとおり。



第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　ニーズ調査結果（スポーツ需要）

6

項目 主なアンケート意見

・アンケート内容から得た、導入する諸室や設備に関する示唆、施設整備の方向性は次のとおり。



第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　ニーズ調査結果（スポーツ需要）

7

項目 主なアンケート意見

・アンケート内容から得た、駐車場に関する示唆、施設整備の方向性は次のとおり。



第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　アンケートで得られた意見のサマリー｜意見まとめ
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第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

調査項目 設問内容

業界の動向 ・　5,000人収容の国内施設におけるコンサート興行やMICE利用等のイベント需要状況
・　機材の輸送コストが比較的高くなる立地にある施設において、設営撤去の負担軽減になる設備を
備え付けておくことの需要
・　一般的に設営撤去時に搬出入する大型トラックの車両総重量と台数（駐車台数）

活動の実態 ・　高知県内のイベントの実施状況（イベント名、利用者の属性、利用施設、参加者数）

利用条件 ・　利用時における理想的または適切なスペース（メインアリーナのフロア面積等）
・　利用に必要な設備や諸室（Wi-Fi環境、車両の待避スペース、控え室、その他）
・　県外からの誘客促進又は需要を獲得するための条件
・　施設運営体制における条件（予約時期・利用調整等）

利用意向 ・　新県民体育館が整備された場合の利用意向及び年間の利用想定（イベント利用回数）。
・　5,000人収容の施設ができた場合、利用が期待できそうなイベントや大会（将来的な期待値）。

その他、自由意見 ・　現在利用している県の公共施設（ふくし交流プラザ・県民文化ホール等）についての意見（自由
記述）
・　上記の設問以外に、新県民体育館に対しての意見（自由記述）

ニーズ調査（イベント需要）

【対象】　スポーツ関係団体、経済・観光団体、プロモーターなど11団体
【期間】　令和７年７月10日～８月19日 【方法】　ヒアリング形式

　新しい県民体育館のイベント需要について、コンサート興行やMICE利用等の実態や業界の動向、利用条
件や利用意向などを把握するため、各業界団体へヒアリング調査を実施

　ニーズ調査結果（イベント需要）
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第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　ニーズ調査結果（イベント需要）
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項目 主なヒアリング意見

• 協会等及び経済・観光団体、プロモーター、スポーツ団体の合計10団体に対して、ヒアリング調査を実施。
• ヒアリング内容から得た、新県民体育館の利用意向に関する関する示唆、施設整備の方向性は次のとおり。



第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　ニーズ調査結果（イベント需要）

11

項目 主なヒアリング意見

• ヒアリング内容から得た、新県民体育館の利用条件に関する関する示唆、施設整備の方向性は次のとおり。



第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　ヒアリングで得られた意見のサマリー｜意見まとめ（1/2）
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第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　ヒアリングで得られた意見のサマリー｜意見まとめ（2/2）
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　第２回　新県民体育館整備等基本計画検討会　議事

出典：国土地理院ウェブサイト（https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do?specificationId=99960） 14

議　事

　　（１）ニーズ調査結果【報告】

　　（２）施設全体構成案
　　（３）概算事業費【参考】

　　（４）整備の基本的な考え方

　　（５）防災機能のあり方

　　（６）コスト削減対策

　　（７）収益化の見通しと対応

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会



　新しい県民体育館の配置シミュレーション
目的　

　現有地における施設集約の可否と、隣接地（旧南消防署跡地及び高
知市青年センター（アスパルこうち）グラウンド）を含めた敷地における施設集
約の可能性を検討

対象施設

メインアリーナ、サブアリーナ、武道館（試合場）、
プール、駐車場、憩いのスペース

各施設の規模想定
【メインアリーナ】
　・観客席5,000席　　　・床面積9,900㎡
　　（参考：OPEN HOUSE ARENA OTA 太田市総合体育館）

【サブアリーナ】
　次の２パターンを検討　床面積：①4,900㎡、②1,050㎡
　①バスケコート２面＋観客席1,000席
　　　⇒サブアリーナのみで四国大会規模の競技大会を開催
　②バスケコート１面のみ
　　　⇒メインアリーナで四国大会規模の競技大会を開催

【武道館】
　現況の武道館の試合場の規模を想定（観客席：300∼400席）
　４面の場合：2,100㎡　　３面の場合：1,650㎡

【プール】
　現況プール（25m×８コース）、床面積：1,050㎡

【駐車場】　現況（82台）以上

シミュレーションにおける考え方
○　敷地面積は①現有地のみ、②現有地＋旧南消
　防署跡地、③現有地＋旧南消防署跡地＋アスパ
　ルグラウンドの３つの想定で検討

○　メインアリーナとサブアリーナを必須の施設とし、
　武道館は試合場（４面又は３面）を想定

○　プールは日常使いが主な用途であるため、優先
　順位は武道館＞プールとする

検討結果

○　計４パターンのシミュレーションを比較検討
○　現有地のみの敷地では、新しい県民体育館に
　必要な機能・規模を満たす配置は困難
　⇒　隣接地を含めた敷地で、配置候補を選定

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会
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　案①　メインアリーナ＋サブアリーナ（バスケコート１面）＋武道館（４面正方形）

140ｍ

87ｍ

73ｍ

25ｍ
62ｍ61ｍ

95ｍ

79ｍ

旧南消防署
敷地面積：1,304㎡

■県民体育館

高知市青年センター
（アスパルこうち）

A

B

C

D

グラウンド全体7,505㎡

3,752㎡

２階：武道館（４面）
１階：ピロティ
　　　　（駐車場24台）

31台

メインアリーナ
駐車場

施設の概要

【メインアリーナ】　観客席5,000席
【サブアリーナ】
　バスケコート１面
【武道館】　４面正方形
【プール】　なし（プールは別途検討）
【駐車場】　90台（31台＋35台＋24台）
【憩いのスペース】　正面に配置

ポイント

●サブアリーナはバスケコート１面で観客席は
確保できず、競技大会はメインアリーナで開催
する必要
　⇒これまでの県民体育館の使用と同様となる
　　可能性が高い

●武道館は現況と同じ囲み型で配置（4面）

●駐車場の数は現況（82台）よりもやや多く
なる

武道館

駐車場

憩いの場

35台

サブアリーナ

敷地面積
現有地（10,714㎡）＋
旧南消防署跡地（1,304㎡）＋
アスパルグラウンド（半分程度）（3,132㎡）
合計　15,150㎡

Ｅ
3,132㎡

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会
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　案②　メインアリーナ＋サブアリーナ（バスケコート１面）＋武道館（４面横並）＋プール

140ｍ

87ｍ

73ｍ

25ｍ
62ｍ61ｍ

95ｍ

79ｍ

旧南消防署
敷地面積：1,304㎡

■県民体育館

高知市青年センター
（アスパルこうち）

A

B

C

グラウンド全体6,265㎡

3,132㎡

47台

プール

メインアリーナ

施設の概要

【メインアリーナ】　観客席5,000席
【サブアリーナ】
　バスケコート１面
【武道館】　４面横並
【プール】　あり
【駐車場】　82台（47台＋35台）
【憩いのスペース】　正面に配置

ポイント

●サブアリーナはバスケコート１面のみ
で観客席は確保できず、競技大会はメ
インアリーナで開催する必要
　⇒これまでの県民体育館の使用と
　　同様となる可能性が高い

●駐車場の数は現況（82台）と同程度
を確保

サブアリーナ

武道館

憩いの場

駐車場

２階：サブアリーナ
１階：武道館

駐車場

敷地面積
現有地（10,714㎡）＋
旧南消防署跡地（1,304㎡）＋
アスパルグラウンド（半分程度）（3,132㎡）
合計　15,150㎡

35台

Ｅ

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会
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　案③　メインアリーナ＋サブアリーナ（バスケ２面）＋武道館（３面横並）

140ｍ

87ｍ

73ｍ

25ｍ
62ｍ61ｍ

95ｍ

79ｍ

旧南消防署
敷地面積：1,304㎡

■県民体育館

高知市青年センター
（アスパルこうち）

A

B

C

D

Ｅ

グラウンド全体7,505㎡

3,752㎡

２階：武道館（３面縦列）
１階：ピロティ
　　　　（駐車場54台）

17台

メインアリーナ
駐車場

施設の概要

【メインアリーナ】　観客席5,000席
【サブアリーナ】
　バスケコート２面＋観客席1,000席
　※屋上に人工芝のグラウンド
【武道館】　３面縦列
【プール】　なし（プールは別途検討）
【駐車場】　93台（17台＋54台＋22台）
【憩いのスペース】　正面に配置

ポイント

●サブアリーナはバスケコートが２面とれ、四国
大会規模までの競技大会が開催
　⇒メインアリーナでの興行などが多く開催可能
●武道館は3面縦列の配置
●隣接のアスパルこうち利用者への教育的配慮
（屋上の人工芝）
※高知市（教育委員会）と要調整
●災害発生時の緊急一時避難スペースが広い
●駐車場の数は現況（82台）よりもやや多く
なる
●財政負担が大きい

サブアリーナ

武道館

駐車場

憩いの場

22台
敷地面積

現有地（10,714㎡）＋
旧南消防署跡地（1,304㎡）＋
アスパルグラウンド（ほぼ全面）（6,265㎡）
合計　18,283㎡

屋上に人工芝のグラウンド
（隣接の高知市青年
センター利用者への配慮）

※イメージ

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会
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　案④　メインアリーナ＋サブアリーナ（バスケコート１面）＋武道館（４面横並）

140ｍ

87ｍ

73ｍ

25ｍ
62ｍ61ｍ

95ｍ

79ｍ

旧南消防署
敷地面積：1,304㎡

■県民体育館

高知市青年センター
（アスパルこうち）

A

B

C

D

Ｅ

グラウンド全体6,265㎡

3,132㎡

47台

メインアリーナ

施設の概要

【メインアリーナ】　観客席5,000席
【サブアリーナ】
　バスケコート１面
【武道館】　４面横並
【プール】　なし（プールは別途検討）
【駐車場】　47台
【憩いのスペース】　正面に配置

ポイント

●サブアリーナはバスケコート１面のみ
で観客席は確保できず、競技大会はメ
インアリーナで開催する必要
　⇒これまでの県民体育館の使用と
　　同様となる可能性が高い

●駐車場の数は現況（82台）よりも大
幅に少なくなる

サブアリーナ

武道館

憩いの場

駐車場

２階：サブアリーナ
１階：武道館

敷地面積
現有地（10,714㎡）＋
旧南消防署跡地（1,304㎡）
合計　12,018㎡

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会
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　県民体育館及び周辺施設の現況

140ｍ

87ｍ

73ｍ

25ｍ
62ｍ61ｍ

95ｍ

79ｍ

旧南消防署
敷地面積：1,304㎡

■県民体育館

高知市青年センター
（アスパルこうち）

A

B

C

D

Ｅ

グラウンド全体6,265㎡

3,132㎡

〈参考資料〉

敷地面積

現有地（10,714㎡）

　　　　体育館　　　　プール　　　　駐車場

旧南消防署跡地（1,304㎡）

アスパルグラウンド（半面程度：3,132㎡）

合計　15,150㎡

A B C

D

Ｅ

施設の概要

【主競技場】　観客席1,572席（固定）
　バスケ２面、バレー３面、バドミントン10面、
　卓球36面　など

【補助競技場】
　バスケ１面、バレー１面、バドミントン３面、
　卓球16面

【プール】　25m×８コース

【駐車場】　82台

【憩いのスペース】　なし

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会
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　日影規制を満たす建設可能範囲（高さ）について 〈参考資料〉

凡例

21

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　「逆日影線」よりも左下
部分であれば、日影規制
を満たす。
 　計画案のうち、武道館
の上にサブアリーナを設置
する場合、建物高さは21
ｍ相当は必要と考えられ、
東側の道路境界線から約
8.5ｍほど離れた位置が、
計画建物を最も東寄りに
できる位置となる。



 

R11年度

R12年度

R９年度

R10年度

R８年度

R７年度

R13年度

R14年度

R15年度

R16年度

県民体育館

 
旧高知南中高　体育館

 
新アリーナ

 
武道館

廃止
（除却、転用、民間等へ売却）

廃止（除却）

武道館
 

３階：試合場
１階：練習場

 

体育館

２階：体育館
１階：格技場

 

補助競技場
 

主競技場
 

試
合
場
を
新
ア
リ
ー
ナ
へ

練習場を南体育館へ
大
会
・
日
常
使
い
を
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
へ

日
常
使
い
を
南
体
育
館
へ

旧高知南中高体育館の整備
照明のLED化、消火設備
整備、水道工事、床張替、
トイレ改修　など

新
ア
リ
ー
ナ
の
完
成
後
５
年
以
内
に
廃
止

県民の日常的なスポーツ活
動の場を確保するため、体
育館を活用
※整備後20年程度は利用可能

○メインアリーナの床は土間コンクリートにすることで、コンサート等
の興行や大規模展示会等のMICEへの活用がより期待できる。
○サブアリーナの床は木製フローリング床にすることで、競技大会
や日常的なスポーツ活動の場に活用する。
○武道館をメインアリーナやサブアリーナに併設することで、全国
規模の武道の大会にも使用できる。

メインアリーナ
 

サブアリーナ
 

武道館
 

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　新しい県民体育館の整備に伴う集約化・機能移転のイメージ

22

現県民体育館の解体に
伴う代替施設機能の発揮



出典：国土地理院ウェブサイト（https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do?specificationId=99960）

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　県民体育館プールの再整備の考え方

区分 R3 R4 R5 R6

(

人)

利
用
者
数

年間 49,878 59,919 43,161 57,933 
月平均 4,156 4,993 3,596 4,828
日平均 194 207 191 201

(1)　施設概要

○設置年：S48
○規   模：25m×8コース
○延床面積:1,174㎡

(2)　利用状況

■県民体育館プールの主な利用者の属性
・健康志向の中高年、スイミングサークル
クラブチーム、学校部活動　　等

※日平均は、年間利用者数を年間稼働日数で割った数値

NO. 施設名 公・民 規模 設置年 築年数 所在地
１ 春野総合運動場 公 内８・外９ H元 36年 春野町
２ 障害者スポーツセンター 公 外５ S56 44年 春野町
３ 高知市総合運動場 公 内８ H3 34年 大原町
４ 高知市東部総合運動場 公 内9(25m)

内10(50m) H13 24年 五台山
５ 高知市ヨネッツこうち 公 内５ H14 23年 長浜
６ 民間プールＡ 民 内７ S55 45年 中万々
７ 民間プールＢ 民 内６ H15 22年 朝倉
８ 民間プールＣ 民 内６ H12 25年 秦
９ 民間プールＤ 民 内６ H5 32年 九反田
10 民間プールＥ 民 内６ R3 4年 新田町
11 民間プールＦ 民 内５ H30 7年 北本町
12 民間プールＧ 民 内９ H8 29年 北端町

施設概況

・利用者の大半は高知市民で、主な目的は健康
づくり、泳力の向上など

周辺プール

　○　高知市内には、他の公立プールや民間プールが多数存在
　○　県民体育館プールを再整備する場合は、市民（県民）の日常使い
　　だけでなく、県立プールとして整備する意義を踏まえた多機能・多目的
　　なプールを整備する必要
　　⇒　例：　子どもから高齢者、障害者まで誰もが使いやすいインクルー
　　　　　　　シブなプール
　　　　　　　・県立障害者スポーツセンターのプール機能の集約化
　　　　　　　・県立高等学校や市立小中学校のプール機能の集約化

整備の基本的な考え方

23

今後の動き

・立地候補地の検討
・学校プール機能の集約化
の検討
　⇒県教委や市教委との協議
・プールの規模、機能の検討
・概算事業費の算定
（建設コスト、運営コスト）



第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　イベント興行利用と県民利用の比率
・　開業当初は県民利用を主な利用としつつ、イベント興行利用の誘致活用をしていくことで、将来的に興行利用が主
な利用として増やしていく方向性が考えられることから、パターン①から③の開催日数を設定し、比較検討が可能

整備の方向性 床：木製フローリング 床：土間コンクリート 床：土間コンクリート 24



　第２回　新県民体育館整備等基本計画検討会　議事

出典：国土地理院ウェブサイト（https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do?specificationId=99960） 25

議　事

　　（１）ニーズ調査結果【報告】

　　（２）施設全体構成案
　　（３）概算事業費【参考】

　　（４）整備の基本的な考え方

　　（５）防災機能のあり方

　　（６）コスト削減対策

　　（７）収益化の見通しと対応

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会



出典：国土地理院ウェブサイト（https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do?specificationId=99960） 26

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　概算事業費（建設費）【参考】

・　概算事業費については、近年の建設費や人件費の高騰に留意しつつ、先行事例の公表資料や計上すべき費目の設定に
加えて、社会情勢を踏まえるために民間事業者に対するヒアリング調査、物価高騰の反映と予測値の検討を加味して、㎡当
たりの建設単価を設定
・　設定した㎡当たりの建設単価に対して、利用用途の方向性や施設規模を踏まえて概算事業費を算定



　第２回　新県民体育館整備等基本計画検討会　議事

出典：国土地理院ウェブサイト（https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do?specificationId=99960） 27

議　事

　　（１）ニーズ調査結果【報告】

　　（２）施設全体構成案
　　（３）概算事業費【参考】

　　（４）整備の基本的な考え方

　　（５）防災機能のあり方

　　（６）コスト削減対策

　　（７）収益化の見通しと対応

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会



28

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

基本理念
　誰もがスポーツの楽しさや感動を得られ、プロスポーツやエンタメ、文化などを通じたまちづくり・地域活性化
の拠点となる施設整備を行います。

整備方針

　プロスポーツのハイレベルな試合を観戦することにより憧れや感動を
抱かせ、スポーツを「みる」という文化を定着させます。
　また、コンサートや展示会などの様々な催しが開催されることで、県
外から多く方が本県を訪れ、飲食や宿泊、観光産業が潤い、地域
活性化につながっていくことを目指します。

　整備の基本的な考え方

（１）メインアリーナとサブアリーナを備え、「スポーツ」×「エンタメ」を実現し、
　　　多目的に活用できる施設として整備
　　　 【メインアリーナ】　床仕様は土間コンクリートとし、競技大会の際は木製フローリ
　　　　　　　　　　　　　ングパネルを設置
　　　　【サブアリーナ】　  床仕様は木製フローリング床

（２）プロスポーツのレギュレーションやコンサート等の興行に適した規模・
　　　機能の整備

（３）若者や子どもが集い、楽しみ、交流できる憩いの空間や現状以上の
　　　駐車場の整備

（４）県立武道館の老朽化に伴い、武道館を移転・集約化し、新たな機
　　　能を備えた施設として整備

（５）収益性の向上を図り「稼げる」施設となるよう、諸室の効率的な運用や
　　　飲食スペースの設置などが可能な整備

（６）ユニバーサルデザインに対応した整備

（７）災害時の避難機能を備えた整備

（８）県の財政状況も踏まえ、コスト圧縮や
　　　国の有利な起債なども積極的に活用

　県民の誰もが気軽に楽しめるスポーツ施設として多世代の交流を促
すほか、若い世代のアスリートの育成や県民のニーズに合ったスポーツ
を「する」ことができる施設を目指します。

（１）スポーツ振興の拠点

基本方針

（２）にぎわいの拠点

（３）安心･安全な拠点
　県民の誰もが使いやすく安全・安心な施設となるように、ユニバーサ
ルデザインを取り入れた施設とします。
　また、災害等が発生した場合において、施設利用者の一時避難が
可能な施設とします。
　

（４）シビックプライドの拠点
　県民やこの施設を訪れた県外の方が親しみ、愛着を持ち、まちづく
りや地域コミュニティの形成につながる施設を目指します。
　※シビックプライドは（地域住民による）地元愛や郷土愛という意味に加えて、
　　　地域住民ではない人びとが抱く地域への愛着や誇りという意味



　第２回　新県民体育館整備等基本計画検討会　議事

出典：国土地理院ウェブサイト（https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do?specificationId=99960） 29

議　事

　　（１）ニーズ調査結果【報告】

　　（２）施設全体構成案
　　（３）概算事業費【参考】

　　（４）整備の基本的な考え方

　　（５）防災機能のあり方

　　（６）コスト削減対策

　　（７）収益化の見通しと対応

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会



出典：国土地理院ウェブサイト（https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do?specificationId=99960）

第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　防災機能のあり方

現状・課題
・　津波浸水エリアに立地しており、南海トラフ地震（L2）
クラスの発生で、２～３ｍの津波浸水、津波到達時間
40～60分が予想される

・　現在の県民体育館は、「指定一般避難所」に指定されて
いるが、「指定緊急避難場所」には指定されていない

・　10月に震度分布や津波の新想定が公表される見込み

　　　　令和６年度の「県立スポーツ施設のあり方検討会」における結論
　　　　　　　　「災害発生時において、施設利用者の一次避難が可能な施設として整備」
　　　　　　　　「災害時の避難を想定した整備をすることが望ましい」

対策の方向性

・　「指定緊急避難場所」への指定を見据えた規模・構造
　　　サイン標識や避難誘導灯の整備
・　避難所運営がしやすい動線、諸室、設備
・　必要な量の備蓄が可能なスペースの確保　　　　　など

整備方針（案）

高知市（防災部署）と連携し、
新しい県民体育館に求められる
防災機能を整理
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＜津波浸水予測図＞
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第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　コスト削減対策
・　本県の厳しい財政状況を踏まえ、整備においては、様々な工夫を行うことでコストの縮減を図る必要。
・　想定されるコスト縮減対策としては、近年多くの事例で導入されているマルチ利用に対応した諸室機能により、施設
全体の延床面積を削減する対策が採用されている。
・　新しい県民体育館においても、ニーズ調査を踏まえ、多様な利用ニーズに対応しつつ、延床面積の合理化を図ること
が出来るマルチスペースの導入などにより、コスト縮減を目指す。

出所｜カクヒログループスーパーアリーナ
（青森市総合体育館）／公式ホームページ

出所｜北里アリーナ富士（富士市総合体育館）出所｜ひがしんアリーナ
（墨田区総合体育館）／公式ホームページ

諸室を３つまで分割することができ、利
用規模に応じて諸室規模を設定するこ
とができる。

稼働間仕切り壁を設置すること
で、利用用途に応じて諸室にす
ることができる。

可動式の競技床を設置することで、
武道利用以外の利用にも対応す
ることができる。

事例① 事例② 事例③

事例④

バックヤードは、土足で出入り可能
で、仕上げをコンクリート打ちっぱな
しのシンプルなデザインにする。

事例⑤

出所｜あなぶきアリーナ香川

観客席の後ろの空調の吹き出し口。
アリーナ全体を冷やす発想ではなく、
フロアと観客席をそれぞれピンポイン
トに冷やす発想の空調設備。

出所｜あなぶきアリーナ香川
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第２回新県民体育館整備等基本計画検討会

　収益化の見通しと対応

・　アリーナ事業における収益化の項目は、主に貸館収入と貸館以外収入に分けることができる。
・　貸館以外収入を確保していくためには、年間を通じて一定のイベント興行が開催されること（例：ホームアリーナとす
るプロスポーツクラブによる試合興行）が収益化のポイント。
・　将来的に貸館以外収入を確保していくために、イベント興行等の誘致活動や地元企業や飲食店等との連携等によ
る対応を運営業務に盛り込む等の検討が必要となります。
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